
「
聖
鍬
会
報
」
の
発
行
に
当
た
っ
て

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

全
道
各
地
で
毎
年
起
き
る
異
常
気
象
と

戦
い
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。自

分
事
で
す
が
、
毎
年
十
一
月
下
旬

か
ら
本
州
の
方
に
指
導
農
業
士
視
察
研

修
の
機
会
が
あ
る
た
び
に
参
加
す
る
様

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

全
道
各
地
か
ら
積
極
的
な
農
業
者
の

集
ま
り
で
あ
り
作
付
け
品
目
、
経
営
体

の
違
う
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
本
州
の

違
う
農
業
者
を
見
聞
す
る
事
は
大
変
意

義
の
あ
る
事
で
す
。
た
だ
参
加
す
る
ま

で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
変
必
要
で
す
忙

し
く
て
参
加
出
来
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
よ

り
忙
し
い
人
ほ
ど
参
加
傾
向
に
あ
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
様
に
感
じ
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
世
界
的
に
気

象
の
異
常
が
起
き
、
ま
た
世
界
の
人
口

が
八
十
億
人
を
超
え
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
が
食
糧
の
危
機
管
理
を
世
界
に
知

ら
し
め
る
事
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。
農
大
在
学
中
に
今
で
い
う
食
糧
不

足
の
不
安
が
必
ず
来
る
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
世
界
情
勢
を
考
え

る
と
、
将
来
的
に
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
様
に
感
じ
ま
す
。

職
と
し
食
糧
生
産
に
関
わ
る

我
々
は
世
界
的
視
野
で
日
本
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
考
え
農
大

同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
同
窓
会
を

通
じ
て
楽
し
同
窓
会
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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【期別世話役一覧】

お気づきの点がありましたら、お手数

ですが事務局までご一報下さい。

今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て

今
年
も
収
穫
の
秋
が
終
わ
り
、
寒
さ

が
増
し
冬
本
番
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
記
録
的
な
猛
暑
で
、
農
業
者

の
皆
様
は
大
変
な
御
苦
労
を
さ
れ
た
か

と
思
い
ま
す
。
農
大
で
も
学
生
や
職
員

が
大
変
な
暑
さ
の
中
で
、
実
習
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

五
月
以
降
、
感
染
症
対
策
の
規
制
が

大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
農
大
の
行
事
対
応

も
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
り
ま
し

た
。
春
の
強
歩
大
会
や
夏
の
体
育
祭
で

は
、
学
生
た
ち
は
元
気
に
走
り
回
り
、

農
大
祭
や
野
菜
即
売
会
、
農
大
市
な
ど

で
は
大
勢
の
お
客
様
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
農
大
の
学
生
数
は
少
子
化
の

影
響
な
ど
か
ら
、
一
学
年
の
定
員
八
十

名
に
対
し
こ
の
数
年
六
十
名
か
ら
七
十

名
前
後
で
推
移
し
、
定
員
に
対
す
る
充

足
率
は
八
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
令
和
六
年
度
入
学
募
集
者
は
さ
ら

に
減
少
し
、
現
段
階
で
五
十
名
程
度
と

な
っ
て
お
り
、
学
生
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
学
生
の
内
訳
は
、
令
和
の

時
代
以
降
、
非
農
家
出
身
者
が
約
半
数
、

道
外
出
身
者
が
四
分
の
一
、
女
子
学
生

も
二
割
程
度
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
道
内
の
農
家
子
弟
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
頃
と
は
異
な
り
、
非
農
家
・
道

外
の
出
身
者
が
増
加
し
、
こ
れ
ら
の
学

生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
道
内
で
の
就
農
を

希
望
し
て
お
り
ま
す
。

農
大
と
し
て
は
こ
の
傾
向
を
好
機
と

捉
え
、
道
内
外
の
高
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
受

験
会
場
の
拡
大
な
ど
、
学
生
確
保
の
取

組
を
一
層
強
化
す
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。

農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
肥
料
等
の

資
材
価
格
の
高
騰
や
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
、
担
い
手
の
減

少
や
労
働
力
不
足
の
深
刻
化
な
ど
難
し

い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
農
業
の
人
材
育
成
を
実
施
す
る

本
校
に
対
す
る
期
待
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
農
大

と
し
て
は
、
今
後
と
も
学
生
を
確
保
し

な
が
ら
次
代
の
農
業
・
農
村
を
担
う
優

れ
た
農
業
者
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。本

校
は
今
年
で
七
十
八
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
皆
様
を
含
め
五
千

四
百
五
十
一
名
が
卒
業
さ
れ
、
農
業
の

担
い
手
や
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
歴
史
あ
る
本
校
の
名
を

汚
さ
ぬ
よ
う
、
時
代
に
即
し
た
教
育
の

充
実
・
強
化
に
職
員
一
同
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ず
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

デントコーン収穫 春のクリーン作戦機械研修

実
習
等
の
様
子

聖鍬会報 第49号 令和５年12月発行

北
海
道
立
農
業
大
学
校

校
長

下
堀

亨



卒
業
式
・
入
学
式

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
取
り
な
が
ら
、
三
月
六
十
四
名
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
、
四
月
六
十
六
名
の

新
入
生
を
迎
え
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

農
業
大
学
校

の
主
な
行
事

令和５年度入校式 令和４年度卒業式

強
歩
大
会

農
大
春
の
恒
例
行
事
強
歩
大
会
が
五

月
二
十
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
強

歩
日
和
で
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

主
体
的
な
進
路
選
択
を
促
す
事
を
目

的
に
企
業
や
市
町
村
と
の
面
談
が
で
き

る
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
今
年
で
六

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
感
染
対
策
の
規
制
が
大
幅

に
緩
和
さ
れ
、
多
く
の
農
業
法
人
や
企

業
に
参
加
い
た
だ
き
マ
ス
ク
な
し
で
相

手
の
顔
を
は
っ
き
り
見
な
が
ら
面
接
す

時間内の完走を目指して頑張ります

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
雇
用
就
農
を
希
望
す
る
学
生
も
増
え

て
き
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
員
の
方
々

の
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

８４団体の参加がありました真剣に話を聞いています

農
大
祭

六
月
三
十
日
か
ら
二
日
間
農
大
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
綱

引
き
や
サ
ッ
カ
ー
等
で
汗
を
流
し
ま
し

た

。二
日
目
は
一
般
公
開
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
開
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昨
年

よ
り
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
大
変
賑

わ
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

畑2綱引きチーム

恒例の焼肉コーナー

キッチンカーも来校
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

学
校
見
学
会

開
催

今
年
度
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

二
回(

七
月
二
十
八
日
・
八
月
四
日)

、

学
校
見
学
会
を
二
回
（
六
月
十
七
日
・

八
月
二
十
六
）
開
催
し
ま
し
た
。

卒業生からも魅力紹介 学生が主体となって説明(畜産)

在校生より魅力紹介

農
大
市
開
催

農
大
市
が
十
月
二
十
一
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
四
年
ぶ
り
に

馬
鈴
薯
、
玉
ね
ぎ
の
詰
め
放
題
も
復
活

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
賑
や
か

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

｢学生が主体となって説明(畑園)

玉ねぎの詰め放題

焼き芋の販売

仕
事
も
落
ち
着
い
た
令
和
五
年
一
月

二
十
一
日(

土)

の
十
九
時
か
ら
帯
広
市

内
に
て
、
畑
園
四
十
六
期
十
六
名
と
、

担
任
・
副
担
任
だ
っ
た
職
員
二
名
の
計

十
八
名
で
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
で
分
散
会
も
で
き
な
い
ま
ま
卒
業

し
た
私
た
ち
で
す
が
、
卒
業
以
来
約
二

期
別
活
動

畑
園
第
四
十
六
期
農
大
同
期
会

幹
事

林

恭
平

野菜販売コーナー

年
ぶ
り
に
皆
で
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
卒
業
ぶ
り
に
会
う
人
も
い
た
り

し
ま
し
た
が
、
現
在
の
仕
事
の
話
だ
っ

た
り
農
大
に
い
た
頃
の
思
い
出
話
等
々

語
り
合
い
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

次
回
も
開
催
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば

幸
い
で
す
。

<

編
集
後
記

>

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、

「
聖
鍬
会
報
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
是

非
ご
覧
下
さ
い
。

「
聖
鍬
会
報
」
は
、
昨
年
度
よ
り
希

望
者
の
み
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
（
世
話
人
）
の
動
向
や
同
窓
会

に
つ
い
て
お
気
付
き
の
点
な
ど
が
あ
れ

ば
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

畑園４６期同期会 in 帯広
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